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報告「インドの芸術と信仰」)


























































































































































































































































































































































































ナガールチー・バーバーHazrat Nagarchi Baba の聖者廟に行きつく。そこに
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写真３　カンケーシュワリー女神のム
ルティ（神像）
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はラタンプルの廟内同
様、大型のケトルドラ
ム「ナガーラ nagara」
太鼓が置かれていた
（写真４）。正面には彼
が住んでいたというコ
ンクリートの平屋の建
物があり、中には竈が
あった。女性がこの中
に入ることは許されな
かった。裏手には高さ２mはありそうなターズィヤ（イマーム・フサイン哀
悼行列で担ぐ墓廟のミニチュアをのせた棺架）と地面から盛り上がった形で
アーチのようになっている木の根がある。曲線を描く木の根と地面との間に
できた隙間をくぐると、病気や怪我が治り健康でいられるという。我々もく
ぐらせてもらった。その周りは古い墓地になっており、大きさはナガールチ
ー廟の半分くらいであるが、他にも廟があった。
ソームナート　Somnath
　３月14日、ササーン・ギールを離れ
ソームナート経由でディーウに向かう。
ソームナートはササーン・ギールの南
西約25km地点に位置する。シヴァ神
は12の姿で12の地に偏在するといわれ
ており、そのうちの一つがソームナー
トとされている。巡礼地としてたくさ
んの信者が訪れる。アラビア海を望む
ソームナート寺院をはじめ、スーリヤ
寺院、ギーター寺院、クリシュナ昇天
の地、またヒングラージ寺院もある。
以前にもヒングラージ調査のために訪
れており、その際、地下暗部という寺
院の建築構造（写真５）が、ヒングラ
ージ女神の本尊があるパキスタンのヒ
ングラージに類似していることが確認
写真４　ナガールチー・バーバーの聖者廟とナガーラ
写真５　地下にあるヒングラージ寺院
の入口
されている。ヒングラージ寺院のすぐ横にある塀には、『マハーバーラタ』に
登場するパーンダヴァ兄弟が彫られており、今回の調査では、ヒングラージ
女神がパーンダヴァ兄弟の守護神として語られるようになっていることがわ
かった。
ディーウ　Diu
　ソームナートの南東約50km。ディーウはペルシアから逃れたゾロアスタ
ー教徒パールスィー Parsi が最初に到着した場所である。ダマンやゴアのよ
うに1961年までポルト
ガル領であり、現在は
連邦直轄地となってい
る。全 長 13km、幅
３kmのディーウは狭
い海峡によってカティ
ヤワール半島から隔て
られた島である。街中
にあったコーリヤル女
神の小さな祠の前で足
を止めていた私たちに、
祠のすぐ後ろで電話屋
を営む主人が声をかけた。私たちがス
ィッディーとヒングラージ女神の調査
のためにグジャラートに来たと伝える
と、ディーウにもヒングラージの寺院
があるという。場所と行き方を教えて
もらい、翌日訪れることにした。
　３月15日、ヒングラージ寺院の位置
を確認するため観光局に行くが、寺院
を知っている人はいない。とにかく行
ってみることにする。乗り合わせたリ
キシャーのドライバーは、ヒングラー
ジ女神の寺院と場所を知っており、そ
の他の女神の寺院にも連れて行ってく
れるという。まずはアラビア海に面し
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写真６　サンセットポイント・ヒングラージ寺院の
下部入口
写真７　下部寺院内のムルティ（神像）
――― 39
た島の南部沿岸、サン
セットポイントにある
ヒングラージ寺院であ
る（写 真６、７）。一
帯はごつごつした岩場
で、寺院はその内部を
掘ったような形になっ
ている。入り口の上部
には、グジャラーティ
ー文字で「カンケーシ
ュワリー」と書かれて
いるのが確認できた。
カンカイー寺院の女神
カンケーシュワリーと
同じ名前である。その
寺院の隣は、階段にな
っていて、そこを上る
とちょうど寺院の天井
と同じくらいの高さの
ところにたいらに整備
された広場がある（写真８）。その奥には小さな入り口がある。大人が屈んで
やっと出入りできる大きさである。中に入ると広くなっていて、立つことは
できないものの、高さも入り口より高くなっている。そこには下にある寺院
同様、朱色の神像が置かれている（写真９）。この上と下両方で１つの寺院に
なっているという。
　この寺院から100mも離れないところにコーリヤル女神の寺院がある。こ
の寺院は一見岩場の上に建てられているように見える。というのも縦長のド
ーム上の屋根と旗が岩場の上にあるのが見えるからだ。しかし、寺院に近づ
くと入り口から先は半地下のようになっており、そこに神像が祀られていた。
海辺の岩場から離れ、リキシャーで移動。次に訪れたのはカーリー女神とブ
ーネーシュワリーという女神の寺院である。２つは隣同士にあり、一見１つ
の寺院であるかのようだ。両寺院とも神像が置かれている場所は地下に掘ら
れている。入り口の方角、神像の位置など両寺院の構造はまったく同じであ
った。また朱色の神像以外、女神を表すようなものは見つからなかった。バ
写真８　上部寺院の祭壇、広場と入口
写真９　上部寺院内のムルティ（神像）
ザールプリントなどもなかったため、ブーネーシュワリーがどのような女神
なのかはわからなかった。
ムンバイ　Mumbai
　３月16日、飛行機でディーウからムンバイヘ。コラバ地区Colaba の博物
館や美術館が集まる一帯では、路上で時計や地図、アクセサリー、ポストカ
ードなどさまざまなものを売っている。バザールプリントをポストカードに
したものの中で、コーリヤル女神やスィコータル女神、ヒングラージ女神の
絵を見つける。裏に「プーラン・プリンターPooran Printer」と印刷所名と住
所が書かれている。印刷所に行き、これら西インドの女神のさまざまな図柄
のバザールプリントを購入する。数件の本屋を回り、スィッディーや女神信
仰関連の書籍を探す。
　３月19日、ムンバイからデリー、バンコクを経由しエアインディア機で東
京へ。翌朝、８時着。
本調査の成果と今後の課題
ヒングラージ女神の継続調査
　今回の調査ではヒングラージ女神とカンカイー寺院との関連は明らかにさ
れなかった。しかし、ヒングラージの寺院であるという情報をもとに訪れた
ディーウの寺院で、カンカイー寺院の女神であるカンケーシュワリーという
名を目にする。このディーウの寺院がヒングラージの寺院であるかどうか定
かではないこと、ディーウの寺院においてカンケーシュワリーがどのような
縁起の女神として語られているか定かではないことから、カンケーシュワリ
ー及び、カンカイー寺院とヒングラージ女神の関連が認められたとはいえな
い。今後の課題として、ディーウにおけるカンケーシュワリー女神調査と、
ディーウのヒングラージ信仰調査が挙げられる。
　西インドの女神信仰ヒングラージ女神信仰が、パキスタン、グジャラート、
ラージャスターンという西インドを中心にみられる［中村 1999］のと同様、
今回出会ったコーリヤル女神やスィコータル女神の信仰も、この地域を中心
に広まっていると考えられるかもしれない。なぜなら、縁起からいえば沿岸
地域を中心にみられると思われたスィコータル女神の信仰が、内陸のラージ
ピープラーやアフマダーバードでもみられたからである。またコーリヤル女
神に関しては、パキスタンのヒングラージ聖地に納められた絵を撮影した写
真の中に、コーリヤル女神の絵が確認できる。先行の調査報告からも明らか
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なように、現在のパキスタン側のヒングラージ女神信仰は、印パ分離独立の
影響を受けて、世界に広がるヒンドゥー移民の動向と連動する部分がある
［中村 1999］。では、同じく西インド中心に信仰されていると思われる女神、
スィコータルやコーリヤルの場合はどうだろうか。ソコトラ島を聖地とする
スィコータル女神の巡礼や信仰、そしてインドに聖地のあるコーリヤル女神
の巡礼と信仰、それぞれに関してパキスタンも含めた西インド世界という視
点から継続調査を行い、ヒングラージ信仰との比較を試みるというのが今後
の課題となる。
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